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食堂・満席

親愛なる神道の皆さま	

世界の国々においてそれぞれの伝統や希望のことばで
祝う新年を迎え、神道の皆様お一人おひとりにご多幸
をお祈り申しあげます。神道の皆様、そして平和と繁
栄を願い神社に参拝される日本の皆様に、心からごあ
いさつ申し上げます。年始に教皇がおこなう世界平和
の祈りには世界のカトリック信者も心を合わせて共に
祈ります。	
折あるごとに教皇フランシスコは、世界の惨状に関心
をもつように呼びかけます。今日多くの人々が、気候
変動や新型コロナウイルス感染症の世界的流行により
引き起こされる身体的、精神的、経済的、社会的な打
撃に苦しんでいます。その上、戦争が世界に重くのし
かかっています。「兄弟姉妹の皆さん。今なおわたし
たちは、民が民に対して蜂起するのを目の当たりに
し、紛争の激化、戦争の災禍――多くの罪なき人の
死、憎しみの増大――を、苦しみのうちに目撃してい

ます」（教皇フランシスコ「第6回貧しい人のための世
界祈願日ミサ説教、2022年11月13日」）。	

日本人は、戦争で極めて悲惨な経験をされましたが、
その後、平和を憲法に定めて、世界に平和を強く訴え
てこられました。古来、和の心を重んじ、安寧の恵み
を繰り返し奏上する神道の祈禱文（祝詞）からも知ら
れるように、日本の人々は祖先から平和の精神を受け
継ぎ、世界平和の思いを、共有しておられます。また
神道の代表者は、1986年10月27日にアッシジ（イタリ
ア）で開催された諸宗教による世界平和の祈りの集い
に参加して以来、アッシジの精神を受け継いで毎年
ローマの聖エディジオ共同体がヨーロッパ各都市で主
催する世界の諸宗教代表者による平和の祈りの集い
や、天台宗比叡山が毎年主催する世界平和を願う宗教
サミットに参加しておられます。	

親愛なる友人である皆様。世界の諸宗教の共生は、現
在の世界の危機に対する解決策の一つです。「信仰に
よって信者は、他者の中に、支えるべき、愛すべき兄

2023典礼当番の地区表

1月 2月 3月 4月

１週 ミサ 蘭岳 楽山 白鳥 太平洋

2週 集会 楽山 白鳥 太平洋 蘭岳

3週 ミサ 白鳥 太平洋 蘭岳 楽山

4週 集会 太平洋 蘭岳 楽山 白鳥

5週 ミサ 太平洋 白鳥

掃除 白鳥 楽山 太平洋 白鳥

2.3.4月の


主な予定

2月22日㈬ 

灰の水曜日 
ミサ　18:00 
3月5日㈰ 
役員選挙公示 
3月12日㈰ 

役員選挙投票開始 
3月19日 
四旬節黙想会 

指導司祭：ライヤ師 
9:30 

3月26日㈰ 
役員選挙開票 
4月2日㈰ 
受難の主日 
共同回心式 
9:30 

4月6日㈭ 
聖木曜日 
ミサ　19:00 
4月7日㈮ 
聖金曜日 
19:00 
4月8日㈯ 
聖土曜日 

復活徹夜歳　19:00 
4月9日㈰ 

ご復活祭　9:30 
4月30日㈰ 

2023年度教会総会 
ミサ後

神道の皆様への新年のごあいさつ 
2023年（令和5年） 

世界平和を祈るキリスト信者と神道信奉者

カトリック東室蘭教会信徒の皆様

明けましておめでとうございます 

曜 午　　　前 午　　　後
1 水 こっとん倶楽部　10:00
2 木 キリスト教講座① 18:00
3 金
4 土 ミサ 10:00  掃除（楽山）
5 日 ミサ　9:30　典礼当番（楽山）　
6 月
7 火 OPC 10:00
8 水 こっとん倶楽部　10:00
9 木 キリスト教講座① 18:00
10 金 キリスト教講座（登別教会）10:00
11 土 ミサ 10:00  掃除（楽山）キリスト教講座②11:00 　
12 日 集会祭儀　9:30　典礼（白鳥） 司祭　台湾出張　16日まで
13 月
14 火 OPC 10:00
15 水 こっとん倶楽部　10:00
16 木
17 金 カトリック聖心幼稚園卒園感謝祭
18 土 ミサ 10:00  掃除（楽山）
19 日 ミサ　9:30　典礼（太平洋）
20 月
21 火 OPC 10:00 　
22 水 こっとん倶楽部　10:00 灰の水曜日ミサ 18:00
23 木 天皇誕生日休日
24 金 キリスト教講座（登別教会）10:00
25 土 ミサ 10:00  掃除（楽山）キリスト教講座②11:00
26 日 集会祭儀 10:00　典礼（蘭岳）
27 月 司祭月例会
28 火 OPC 10:00 　司祭顧問会議　司祭評議会

2023年2月　教会行事予定表



2022年度第9回運営委員会 議事録　　2023年1月7日㈰10:45～11:30 

　議事録１．は、開催日時は表題のとおりです。議事録３．は出席者名で省略します。 
３．報　告：	

3.1，1.2.3月の予定	
１月　１日（日）　神の母聖マリアの祭日、ミサ（蘭岳地区典礼当番）	
１月　７日（土）　ミサ後1月の運営委員会	
１月　８日（日）　主の公現の主日、集会祭儀（楽山地区典礼当番）、例会日、クリスマス片付け	
１月　９日（月）　主の洗礼の祝日、	
１月１５日（日）　年間第二主日、ミサ（白鳥地区典礼当番）	
１月２２日（日）　年間第三主日、集会祭儀（太平洋地区典礼当番）、ミニ大掃除	
１月２９日（日）　年間第四主日、ミサ（太平洋地区典礼当番）、ブロック会議（東室蘭）	
２月　５日（日）　年間第五主日、ミサ（楽山地区典礼当番）、ミサ後２月の運営委員会	
２月１２日（日）　年間第六主日、集会祭儀（白鳥地区典礼当番）、例会日	
２月１９日（日）　年間第七主日、ミサ（太平洋地区典礼当番）	
２月２２日（水）　灰の水曜日、ミサ（午後６時）	
２月２６日（日）　四旬節第一主日、集会祭儀（蘭岳地区典礼当番）	
３月　５日（日）　四旬節第二主日、ミサ（白鳥地区典礼当番）、ミサ後３月の運営委員会	
３月１２日（日）　四旬節第三主日、集会祭儀（太平洋地区典礼当番）、例会日、役員選挙投票	
３月１９日（日）　四旬節第四主日、ミサ（蘭岳地区典礼当番）、	
　　　　　　　　　四旬節の黙想会（指導：ライヤ神父）、ミサ後講話	
３月２６日（日）　四旬節第五主日、ミサ（楽山地区典礼当番）、役員選挙開票	

毎週の行事（変更の場合あり）	
・火曜日午前１０時～　OPC（パソコン教室）	
　　・水曜日午前１０時～　こっとん倶楽部	
　　・木曜日午後６時～　　キリスト教講座	
　　・土曜日午前１０時～　ミサ、　その後第二及び第四土曜日はキリスト教講座	

　3.2　財務報告（別添資料参照）	
　　　収入は順調であり、支出も概ね予算内にあり、特に問題はない。	

４．議　事：	

4.1　新年会について	
　　前回の運営委員会では今年度も実施しないこととしたが、中止を確認した。	

4.2　役員選挙管理委員会の設置について	
　来年度は役員改選のため選挙管理委員会を設置する。委員は各地区から２名の推薦による。	

　今月末までとすることとした。	
　日程は　２月末選挙人（成人信徒）確定	
　　　　　　　　　３月５日　公示　　　３月１２日　投票開始	
　　　　　　　　　３月２６日　開票　　４月３０日　教会総会	

4.3　四旬節の黙想会・共同回心式について	
　今年の黙想会は、３月１９日としてライヤ神父様にお願いした。今年も長時間の集会を避け午前中
のみとした。また、四旬節の共同回心式は４月２日（受難の主日）とした。	

4.4　シノドスへの対応について	
　竹原さんの様子はまだ不明だが、教区への報告の期日もあるので、竹原さんの状況に拘わらず、来
月の運営委員会で検討することとした。。	

4.5　１月からのミサ、集会祭儀の典礼当番について（確認）４Pの表をご覧ください	

4.6　来年度の夏期学校について	
　　ブロック会議で相談するが、実施することになれば協力をする。	

4.7　信徒大会について	
９月１０日に予定されている。６月中に各教会の状況をみて、会場等の対応を検討することとなっ
ているが、交通手段はバスを借りることになる。	

4.8　その他	
　	・自動掃除機（ルンバ）のレンタルが１年となり、特典（3000円の買い物券）が付いたので、	

これをメンテナンスのための付属品の購入に充てることとした。またレンタル期間はこのまま次年
度も延長することとした。	

　	・クリスマスプレゼント用（子供たちの）にカルメル修道院のクッキーを多めに用意したが多くの方
の協力により、残った分は全て売り切れた。	

５.ライヤ神父の予定	

１/30　司祭月例会　　１/31　顧問会議、司祭評議員会	

　　	２/12～16　台湾出張（メリノール会アジア管区総会）	

　　	２/27　司祭月例会　　２/28　顧問会議、司祭評議員会	

６．ミサ・集会祭儀の予定	

1/1	ライヤ師　　1/8	集会　　1/15	ライヤ師　　1/22	集会　　1/29	ライヤ師	,	

2/5		ライヤ師　　2/12	集会　　2/19　ライヤ師　2/26	集会	　	

弟を見るようになる」（共同文書「世界平和と共生の
ための人類の兄弟愛、2019年2月4日」1）からです。わ

たしたち、キリスト教信者と神道信奉者が、全人類家
族のために、なかでも、戦争、テロ、地域性の貧困に
より不安定な状況に置かれている人々のために、平和
への強い決意を固めることはふさわしいことです。普
遍の友愛の文化と精神をはぐくむために、わたしたち
の豊かな宗教的伝統を生かそうではありませんか。紛
争の原因を取り除き、対話の橋を架け、虐げられた
人々のために声を上げ、いやしと和解のために共に働
こうではありませんか。 

「愛と平和、兄弟愛と連帯、助け合いと相互受容の新
たな地平に向けて進むために、皆で協力しましょう。
他の人々、とりわけもっとも弱い立場にある人に無関
心でいようとする誘惑に負けないように、目を背ける

ことに慣れないようにしましょう。そうではなく、
『互いを受け入れ、互いに助け合う兄弟姉妹から成る
共同体を築く』ために、具体的な努力を日々、重ねて
いきましょう」（教皇フランシスコ「2021年世界平和
の日教皇メッセージ」）。 

年頭にあたり、このような希望と平和への決意をもっ
て手を携えながら、あらためてお祈り申し上げます。
平和が実現し、平和が生み出すすべての善に恵まれま
すように。 
明けましておめでとうございます。　 

教皇庁諸宗教対話省 
長官ミゲル・アンヘル・アユソ・ギクソット枢機卿 
同次官インドゥニル・ジャナカラトネ・コディトゥワッ
ク・カンカナマラゲ神父 

教皇フランシスコは、1月7日に降誕祭を迎える東方教会の人々
にお祝いを述べると共に、これを機会に特にウクライナの平和
を祈られた。 

　教皇フランシスコは、1月6日(金)、「主の公現」の祭日、バチ
カンで正午の祈りを唱えられた。 
　集いの挨拶で、教皇は1月7日（土）に降誕祭を迎える東方教
会の人々にお祝いを述べながら、救い主の誕生が平和への道の
りをもたらすよう、次のようにアピールされた。 
　「明日（1月7日）、主の降誕を祝う東方教会のカトリックま
た正教会の共同体の皆さんに、降誕祭のお祝いを心より申し上
げます。 
　特に苦しむウクライナ国民の兄弟姉妹に挨拶を届けたいと思
います。救い主の誕生が慰めをもたらし、希望を呼び覚ましま
すように。停戦と平和にようやく導くための具体的な歩みを促
しますように。 
　ウクライナと平和のためにたくさん祈りましょう。」

「救い主の誕生が平和をもたらすように」 
教皇、ウクライナの人々に


